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第 4 章では，移動体通信プロトコルの定量的評価手法を提案している。第 2 章および第 3 章で論じた方式も含め，
従来提案されているプロトコルが 5 種類の基本方式に分類できることを示し，これらの 5 方式のトラフィック量の比
較を行っている。その結果，ネットワークの構成条件によって最適な方式が異なることを示している。これによって，
システム設計者らに，ネットワークに最も適した方式を選択する指針を与えることが可能となった。






















されているプロトコルが 5 種類の基本方式に分類できることを示し，これらの 5 方式のトラフィック量の比較を行
い，ネットワークの構成条件によって最適な方式が異なることを示している。これによって，システム設計者らに，
ネットワークに最も適した方式を選択する指針を与えることが可能となった。
(4) 動的に変化するネットワークの構成条件に応じて最適な移動体通信方式を適応的に選択することで，ネットワー
ク全体の性能を向上させることが可能となる適応的ルーティング方式を提案している。シミュレーション実験によ
って 5 種類の基本方式と比較を行い，移動頻度が高くなってもトラフィック量を低くでき，良い性能が得られるこ
とを確認している。
以上のように，本論文は OSI ネットワークにおける移動体通信の実現，移動体通信プロトコルの定量的評価手法の
考案と従来プロトコルの性能評価，および、適応的ルーティング方式の考案について多くの有用な研究成果をあげてお
り，移動体通信の実用化に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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